
多くの方にご参加いただき、誠にありがとうございました。

当日の様子を報告いたします。
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申込者数 　60名

参加者数 　会場参加：21名　オンライン参加：34名　合計：55名

講演

　テーマ　発達障害と教育におけるテクノロジーを用いた

　　　　　メンタルヘルス支援

　講演①　情報処理の特徴から理解するメンタルヘルス

　講演②　デジタルデバイスを用いたメンタルヘルス支援

　講　師　北水会記念病院　児童精神科 　医師　熊﨑 博一

　　　　　岐阜大学工学部　　　　　　　 教授　寺田 和憲

開催日時 　2025年　2月15日（土）　13：30～14：45

会場 　水戸メディカルカレッジ　3階講堂

第28回 北水会記念病院 市民講座レポート



アンケート結果報告 アンケート回答件数　31件

①ご職業を教えてください。

②よろしければ年齢を教えてください。
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③市民講座を知ったきっかけを教えてください。

④テーマについて
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⑤内容の分かりやすさ

⑥進行速度
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⑦本講座の感想

⑧今回の市民講座に参加する前に抱えていた悩みや疑問などはありましたか？

　あれば可能な範囲でご記入ください。

・仕事柄医療ケア児と関わっておりますが、発達障害的な様子も見うけられ、

その子との関わり、コミュニケーションに苦心しております。何かしらヒントを

得たく参加いたしました。

・熊﨑先生が現実に対応して話してくださり、大変分かりやすかったです。

診断がつき、次のステップなどをどのようにしていけばいいのかを知りたかった。

・子どもの落ち着きのなさやTPOや相手の気持ちを考えることが苦手なことが

悩みでした。

・メンタル面で（不安で）親がサポートできることは何か悩んでいるのですが、

心の発達の見通しがわからないので知りたいです。

・学習障害・ADHDの子供に対する対応

・ASDで学校を休んでいる小学生、専門医にかかった方が良いのか？

・ASD児のこだわりの内実

・ASDの疑いのある子どもへの接し方や症状の改善について

・Instagramの広告から参加する講座が初めてだったので、どんな内容か、

本当に参加してよいものか、少し不安だった。
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⑨市民講座で取り上げてほしいテーマがあればご記入ください。

・医ケア児と普通の保育園・幼稚園とのかかわり、保護者が介護で内にこもって

しまいがちなところなど、垣間見ることがあります。ケアの面でのむずかしさは

十分承知ですが、その子の育つなかでの機会を分断しない方法はないかと

思うようになりました。何か実践・取り組みの事例など知りたいです。

・医師の診断と学校などとの対応について

・発達障害のある子、人への支援、保護者に対する助言などの具体的テーマ

（熊﨑先生から児童精神科的に具体的に事例を用いて話を聞けたらと思う）

・心の発達の仕方　発達障害への理解、デジタルリテラシー

・不登校、アンガーマネジメント、感覚統合療育

・同様の内容をもっと広げていただければ良いと思います。

・また聞きたいです。AIと精神、メンタルヘルスとても興味深くもっと聞きたかった。

・メンタルヘルス（職場におけるかかわり方）

・ASDの疑いのある子どもへの接し方や症状の改善について

・発達障害に付いて相談しにくいのでもっとケアなど知りたいです。

⑩今回の市民講座の感想、お気付きの点、ご質問などございましたらご記入ください。

・寺田先生、後半も詳しくお聞きしたかったです。ありがとうございました。

・偶然今回はインスタで見つけましたが、また参加したいと思います。

・本人の情報処理の能力や家庭で起きる言動に意味があるとわかったと思います。

・市民向けの講座を考えていただきありがとうございました。

・難しいテーマに感じましたが、情報の処理について理解が進みました。

・デジタルデバイスについては自分自身アプリで体調管理をしており、

（1型糖尿病）支えられていますので子どものメンタルも活用したいと参考になりました。

・とても良い講座でした。今回の内容をシリーズにしてもらっても良いと感じた。

・ロボット・AIが人手不足を解消してくれたり、診察してくれることが分かりました。

・知らないことをいろいろ教えていただけてありがたかったです。音声が聞き

づらかったこと、時間の関係で、先生方のご用意した内容の全部がうかがえなかったことが

残念でした。後日、ホームページなどで全部のレジュメの内容が閲覧できるようになったら

ありがたいと思いました。

・もう少しディスカッション出来ればよかった。

・室温が低かった。照明でスライドが見にくかった。

・zoomで参加させて頂きました。司会の方の声が聞こえにくかったです。
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・時間が足りない。せっかくなのでお話しを聞きたかった。

・興味深い内容でした。資料があると見返せて尚良いと思いました。

・5歳児健診の必要性を感じます。AI・ロボットによる公平な診断であれば保護者も

受け入れやすいのではないでしょうか。今後発展していくことを願います。

・脳機能的な側面と本人の思考パターン、情報処理、それらに対するデジタルデバイス

の有用性と必要性を感じました。

・普段聞くことの出来ない内容、とても参考になった。

・最新の研究についての話が聞けたのはよかったです。次は臨床的な内容を聞きたい。

・zoomで参加させていただけるのはありがたいです。特別支援学校の教員ですが、なかなか

このような話を伺う機会が少なく、貴重なお話でした。また機会があれば参加したいです。

・ありがとうございました。もう少しお話しを聞きたい部分があったので、次回はより

長い時間を設けていただけると嬉しいです。
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